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２ 次世代自動車インフラ整備推進事業費【予算額５，０００千円】 

  EV・PHVの本格普及、FCVの市場投入を控え、「あいち次世代自動車インフラ整  

備推進協議会」において、次世代自動車の普及と充電インフラ・水素ステーシ

ョンの整備を推進する。 

  ・EV・PHV・FCVの普及に向けたフォーラム及び展示・試乗会の実施 

    ・市町村と連携し、水素ステーションの整備促進及び理解増進のためのセミ

ナー等を実施 

  ・県庁に来庁者向け充電インフラを設置＜環境部関連事業＞ 

 

○県営名古屋空港機能及び民間航空機生産・整備拠点の整備 

  「アジアＮＯ．１航空宇宙産業クラスター形成特区」構想を推進するため、民間

航空機生産・整備拠点の形成に必要な整備を行う。 

１ 民間航空機生産・整備拠点用地の整備【予算額１，２７０，７４０千円】 

  民間事業者に提供するため、存置工作物等を撤去し、用地を整備する。 

 ＜整備か所＞ 

  平成 25 年度に取得予定の国有地 5.2ha、空港用地 2.1ha 

２ 空港機能の整備【予算額２，０７０，７６５千円】 

  民間航空機の生産・整備拠点として提供する用地を確保するため、駐車場を

集約し、立体駐車場の建設を行う。 

 

施策の柱３：グローバル展開への対応・内外交流の拡大 

○タイ・バンコクをターゲットに戦略的な交流を促進 

   成長著しいアジアの活力を取り込むため、東南アジアの重要拠点であるタイ・バ 

 ンコクをターゲットに、戦略的な事業を実施する。  

   １ 経済交流推進事業【予算額４，２１５千円】 

     タイ・バンコクに海外情報センターを開設するとともに、タイ政府経済関係 

    省庁と経済交流に関する協議や現地進出企業とのネットワークミーティング 

     等を実施する。 

   ２ 観光プロモーション【予算額３，３００千円】 

    現地旅行会社を対象とする観光説明会や商談会、現地旅行会社の訪問を実施 

   する。                             など 

 

○なごやめしのＰＲ方法等を検討【予算額３５０千円】 
当地域の食文化を代表する「なごやめし」を全国ブランドとして確立するため、

県・名古屋市共同の委員会を立ち上げ、戦略的なＰＲ手法等について検討する。 
   【委員会構成】会長：知事、市長、委員：行政、マスコミ、企業、学識者等 

 
○ミラノ国際博覧会において本県の魅力を発信【予算額１１,６２１千円】 

ミラノ国際博覧会(平成２７年開催予定)において、「なごやめし」などのユニー
クな食文化を始めとする本県の多彩な魅力や愛知万博の理念・成果をアピールする
ため、日本館のイベント広場において実施予定のステージイベント、ワークショッ
プ等の催事に関する基本計画・運営計画を県・名古屋市共同で策定する。 

   【２０１５年ミラノ国際博覧会の概要】 
   会 期：2015 年 5 月 1 日～10 月 31 日（6 か月間） 
   開催地：イタリア共和国ミラノ市郊外 
   テーマ：「地球に食料を、生命にエネルギーを」 
   想定参加国等：140 か国 
   想定入場者数：約 2,000 万人 

資料４ 



○武将観光イベント「あいち合戦ワールド」を開催【予算額１８，９００千円】 
県内外の武将や甲冑をテーマに活動する団体・武将隊が参加する武将観光イベン

ト「あいち合戦ワールド」を開催することにより、「武将のふるさと愛知」を全国
に発信する。 

   【あいち合戦ワールド 2014in 大高緑地（仮称）】 
 時 期：平成２６年秋 
 場 所：県営都市公園大高緑地（名古屋市緑区） 
 イベント内容：あいち戦国姫隊、名古屋おもて  

な し 武 将 隊 な ど 各 地 武 将 隊        
によるステージイベント、甲冑武
者 行 列 ・ 甲 冑 試 着 体 験 、        
県内市町村による観光・グルメＰＲ 

 

施策の柱４：就労促進に向けた人材対策 

○緊急雇用創出事業基金による雇用機会の提供【予算額４，５８２，２８４千円】 
  国の交付金による基金を活用し、県・市町村が、失業者等の雇用を要件とする事

業等の実施を民間企業等に委託し、雇用機会の提供等を行う。 
  １ 地域人づくり事業（新規） 
        地域の人材育成を図る雇用拡大事業及び在職者の処遇改善に関する事業を実施。 
  ２ 起業支援型地域雇用創造事業（継続） 
     起業後 10 年以内の民間企業、NPO 等に事業を委託。 
 
○技能五輪・アビリンピックあいち大会2014を開催【予算額４８０，５８３千円】 
  平成 26 年 11 月に県内 8 市 14 会場において『技能五輪･アビリ

ンピックあいち大会 2014（第 52 回技能五輪全国大会・35 回全国
障害者技能競技大会（全国アビリンピック））』を開催する。 
 ・大会開催の準備及び実施・運営 

競技会場の設営・運営、式典の準備・設営・運営、出場選手
等の輸送・宿泊支援、推進協議会事務局の運営 

 ・選手の育成・強化       
中小企業や団体等に所属する選手への支援、合同公開練習会
の実施 
 
 

施策の柱５：生き生きと働ける環境づくり 

○「あいち女性の活躍促進プロジェクト」の実施 

  女性の力が最大限発揮できるよう、Ｍ字カーブの解消を目指し、女性の活躍促進

に向けた取組を推進する。 

  １  あいち女性の活躍促進会議の開催【予算額１，０１９千円】 

     経済団体、労働団体、企業、大学、国の機関等をメンバーとする会議を開 

       催し、「女性の活躍＝経営戦略」であるとする考え方の浸透や企業等トップの 

       意識改革促進を図る。 

  ２  女性管理職養成セミナーの開催【予算額１，４５７千円】 

     企業から推薦を受けた女性中堅社員を対象に管理職養成セミナーを開催し、 

    民間企業における女性管理職の登用促進、女性人材の育成強化を図る。 

  ３ 理系女子進路選択支援シンポジウムの開催【予算額５４６千円】 

     女子中高生、保護者、教員、大学関係者等を対象にシンポジウムを開催し、 

    女子中高生の理系進路選択支援を行い、製造業等に従事する女性技術者及び 

    研究者の拡大を図る。                                          など 
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